
落語の歴史は約400 年も前に遡り、「話し上手」の「笑い話」が 

始まりでした。そこから1680 年代頃、落語家という職業が誕生しまし

た。長い年月の中、たくさんの人に落語は親しまれてきました。 

戦後、放送法が成立したのとともにお笑い番組がブームになり、 

たくさんの人が落語を見られるようになりました。 

そして、今も変わらず愛され続けている落語は、日本が誇れるべき文化 

なのです。 

 

落語家の名前は変わっていったり、江戸落語中興の祖とされる初代談洲楼

焉馬のようにいろいろな名前をもっている例もあります。 

初代談洲楼焉馬の本業は大工の棟梁で俗名を「和泉屋和助」といいました。 

狂歌師としては大工道具の名をもじった「鑿釿言墨曲尺」という狂名。 

戯作者としては本所竪川に住んでいたことから「立川焉馬」、五代目市川

圑十郎びいきだったことから「立川談洲桜」、本来の筆名を「烏亭焉馬」

だったそうです。名前は、師匠の文字からひと字もらうパターンがよくあ

るようです。 

 

落語家が演じる時に使う小道具はたったの２つだけです。 

扇子と手拭いです。扇子を使って見立てるものは、煙管、筆、刀、箸、

舟の櫓やそろばんなどです。手拭いでは、財布、焼き芋や手紙などがあ

ります。このように２つだけでたくさんのものに見立てて演じていま

す。落語家は想像力がとても大切な仕事なのです。 

 

 

おすすめの落語は、「強情灸」と「時そば」です。 

この２つはどちらも噺家さんの話し方や、仕草で話の内容が 

分かりやすくて面白いです。 

今回の芸術鑑賞講座では「時そば」が予定されています。「時そば」で

は、そば屋の店主と口達者な男、そしてその男の真似をする男が登場

します。口達者な男がそば屋にきて、そばの支払いをします。その支

払の時に、金をごまかしていく話です。 

初めて落語に聞く人におすすめなのは、「蛇含草」や「寿限無」という

話です。その他にも面白いお話は沢山あります。話を聞くときは、 

噺家さんのお話し方や仕草も一緒に見てみてください。 

 

 

落語には「江戸落語」と 

「上方落語」があります。 

江戸落語は語りを聴かせ

る、上方落語は笑わせる 

意識が強いといわれて 

います。 

<参考図書> 
・『図解 落語の歴史』779.13／ヤマ 

・『落語ハンドブック』779／ヤ 

・『やさしい落語』779.13／ヤ 

すべて図書館にありますので、 

気になる方は手に取ってみてくださいね！ 

 

■基本的な噺の構成 

マクラ（導入部分） 

↓ 

本編（噺の本題） 

↓ 

オチ（サゲ） 

※これ通りにいかない場合もあります。 
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新緑が美しい季節になってきましたね。 

そろそろ梅雨が到来し、家で過ごすことも多くなってくるのでは？ 

  

 

特選寄席「江戸の風」では「落語」などを中心に日本の伝統芸能に 

触れることができるとても良い機会です。 

図書委員より今回は「落語」についてご案内致します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

見習い→前座→二ツ目→真打ちと昇格していく階級制度が落語家にはあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当日は、落語の他にも「紙切り」や「江戸曲独楽」なども予定されています。お楽しみに！ 



■貸出冊数：247 冊 
１年生：147 冊 ２年生：48 冊 

３年生：23 冊  教職員：29 冊 

■入館者数：742 名  

4 月：404 名 5 月：338 名 

 

 

 

 

 

こんな本あったらいいな～、 

読みたいな～！という本がありましたら 

気軽にリクエストしてみてください。 

素敵な本の紹介楽しみにしています。 

尚、雑誌や漫画などはご遠慮ください。 

リクエストの方法は図書委員または司書まで。 

 

 

 

 

 

 

 

 

書                            名 著者名 請求番号 

樺太四〇年の歴史 : 四〇万人の故郷 原暉之 229.2/ハ 

魂でもいいから、そばにいて 奥野修司 369.31/オ 

おいしい野菜づくり／2(春夏野菜編) 加藤義松 626.9/カ/2 

おいしい野菜づくり／3(秋冬野菜編) 加藤義松 626.9/カ/3 

星に願いを、そして手を。 青羽悠 913.6/ア 

この嘘がばれないうちに 川口俊和 913.6/カワ 

か「」く「」し「」ご「」と「 住野よる 913.6/スミ 

いのちの車窓から 星野源 914.6/ホ 

ハリネズミの願い トーン・テレヘン 949.33/テ 

空想科学読本 柳田理科雄 B778.8/ヤ 

カブキブ!／6 榎田ユウリ B913.6/エ/6 

だいじな本のみつけ方 大崎梢 B913.6/オオ 

リバース 湊かなえ B913.6/ミナ 

3 月のライオン／1～12 羽海野チカ 726.1/1-12 

落語入門 橘左近 779.13/タ 

やさしい落語 柳家花緑 779.13/ヤ 

有頂天家族／[2] (二代目の帰朝) 森見登美彦 913.6/モリ/2 

ちょっと今から仕事やめてくる 北川恵海 B913.6/キ 

屋上のテロリスト 知念実希人 B913.6/チ 

アトム ザ・ビギニング  藤咲淳一 B913.6/フ 

ジョーカー・ゲーム 柳広司 B913.6/ヤナ/1 

ダブル・ジョーカー 柳広司 B913.6/ヤナ/2 

パラダイス・ロスト 柳広司 B913.6/ヤナ/3 

ラスト・ワルツ 柳広司 B913.6/ヤナ/4 

 


